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FaW TOKYO“第 9回ファッションワールド東京” 

(第 2回サステナブルファッション EXPO見聞録) 

 

１．はじめに 

コロナ禍において万全のコロナ感染対策がなされる中、日本最大のファッション展である“第

9 回ファッションワールド東京”が 2022 年４月６日（水）～８日（金）の期間、東京ビッグサイ

ト 西展示練を会場に開催された。この展示会は“第 2 回サステナブルファッション EXPO”、“第

9 回ジャパンファッション EXPO”、“第 7 回ファッション OEM EXPO”、“第 7 回海外生地・素

材 EXPO”､第 9 回インポートファッション EXPO“および”第 1 回ファッション DX EXPO“の６

展で構成されており 360 社の製品・ブランドが一堂に展示されていた。主催者発表によるとコロ

ナ禍にも関わらず 3 日間で世界中から約 17000 名の参加があったとのことである。ここでは、 

”サステナブルファッション EXPO“の展示の中からとくに未利用資源活用にも大きく関係する内

容について幾つか紹介する。 

 

FaWTOKYOの案内看板 

 

2．第 2 回サステナブルファッション EXPO 

2.1 廃棄物を用いた再生繊維・糸 

 本展示会には約 150 社が展示していた。展示内容で多かったのは再生糸関係、すなわち持続可



能社会構築を目指して使用済みの繊維製品や繊維製品の工程クズを廃棄するのではなく新たな糸

を再生する取り組みに関するものである。例えば新内外綿㈱とシキボウ㈱は共同で「彩生」とい

うリサイクルシステム名の再生糸について多品種、小ロット、短期納入をアピールしていた。愛

媛県のタオル美術館グループは大手商社の豊田通商㈱とコラボしてタオルをリサイクルすること

でタオルの廃棄処分量を減らし、CO2 削減にむけたタオル再生プロジェクト「REBORN 

COTTON PROJECT」を紹介していた。タオル製造工程中に生じる廃材と使用済みのタオルを

回収し、バージンコットンとブレンドして再生コットンを作るというものである。豊島㈱はコッ

トンやウールの再生糸事業の紹介ならびに羽毛布団などを回収してダウンを取り出し、そして洗

浄し、チリや汚れをきれいに取り除き、乾燥させて再利用する取り組みも紹介していた。東洋羽

毛工業（株）においても「Link Down」と名付けて羽毛のリサイクルを行っていた。ダウンのリ

サイクルに関しては今回展示はなかったもののユニクロなど多くのダウン商品を取り扱う企業で

事業化が進められている。ちなみにダウン 1kg を焼却すると約 1.8kg の CO2 が排出されるとの

ことである。 

再生繊維・糸に関しては単一素材であれば品質表示も容易であるが、大量に廃棄されている

種々の素材が混紡した衣服を原料にする場合は出来上がった製品の品質（材料）表示が難しく、

普及のための大きな壁になっている。今後は品質表示法から見直す必要性を筆者は感じている。 

 

               

彩生（SAISEI）             REBORN COTTON 

 

2.2 生分解性繊維 

（株）ツカモトコーポレーションは「リテラ（Re Terra）」という糸の 30％にサトウキビ由来

の植物性ポリエステルを使用した指定環境下の堆肥中で生分解することができる「特定堆肥中生

分解性素材」を紹介していた。「世界の共通目標である SDGs（持続可能な開発目標）におい

て、ウールが持つサステナブル性をアピールし、ウールは時代にあった繊維であることを広く啓

蒙する」を設立の趣旨として 2022 年 3 月に羊毛関連 7 団体が設立した「日本ウールサステナブ

ル委員会」は“神様からの贈り物「ウール」は海洋でも土壌でも生分解し自然に還ります」をキ



ャッチフレーズにウールのサステナブル性を強調した展示を行っていた。ユニチカトレーディン

グ㈱は植物由来の糖から作られるポリ乳酸（PLA）を原料としたバイオマス素材である「テラマ

ック」を用いた衣服を展示していた。従来はテラマックの繊維の展示をしていたが、今回は消費

者により理解を深めてもらうために最終製品としての衣服を展示したとのことであった。 

生分解性繊維は現状では分解速度を制御することが出来ないことや回収から分解処理までのイ

ンフラ整備が進んでいないことが実用化にとって大きな問題であると筆者は考えている。安易に

生分解しますと言うとどこにでも捨てても良いような誤解を招く危険性もあることを認識してお

くべきであろう。 

 

日本ウールサステナブル委員会のパンフ 

 

2.3 魚網リサイクル 

 昨今の海洋プラスチック問題に対する話題が多い中、㈱リファインバースグループでは回収し

た魚網から作成した再生ナイロン樹脂「REAMIDE」を展示していた。最近は多くの企業がこの

樹脂を使用した繊維から作成した様々な最終製品を売り出しているが、とくにカバンの産地であ

る兵庫県の豊岡鞄は REAMIDE を使ったバッグを製造販売して話題になっている。今回の展示

会とは関係ないが、ミラノに本社を置いているイタリアを代表する高級ファッションブランドを

展開するアパレル企業であるプラダ (Prada S.p.A.) は、ナイロン繊維には再生ナイロン繊維を

使用すると宣言しており、再生ナイロン繊維素材としては廃棄魚網も多く使用されている。 

使用済みの魚網には藻類や貝殻が付着していることが多く、洗浄に対する水使用やエネルギー

をいかに削減するかが大きな課題と思われる。 



 

魚網リサイクル 

 

2.4 ヴィーガンレザー 

 昨今、動物の皮革を使用しない“アニマルフリー”への関心が集まっている。また、食品廃棄物

も国際問題となっている。そのような状況を背景に食品廃棄物を用いたヴィーガンレザーの開発

が急速に進んでいる。今回の展示会でもヴィーガンレザー関係のブースが幾つかあった。有限会

社ニチモウはアップルレザーを展示していた。廃棄予定のりんごをアップサイクルすることで生

まれた革新的素材でバイオベース度が 66％と言うことで、その他素材としては有機溶剤を含ま

ない水性ポリウレタン樹脂を使用している。課題である耐久性に関しても 5 年間は大丈夫とのこ

とである。2021 年にフランスに設立された、スニーカーブランドであるモエア（MoEa）はアッ

プル、パイナップル、グレープ、サボテン、コーンの 5 種類の果物/植物の廃棄物からリサイク

ルされた CO2 の排出を革よりも 89％抑えたバイオ素材のスニーカーを展示していた。 

 

 
果物を用いたヴィーガンレザー 



2.5 その他 

2.5.1 バナナ繊維 

 様々な植物から繊維を取り出す動きが活発化する中で、とくにバナナ繊維が注目されている。

バナナ畑で捨てられるバナナの茎からは 1 本（約 25kg）あたり、500～700ｇの繊維が採れるそ

うである。従来は廃棄されていたバナナの茎から繊維を作ることができればゴミを減らすだけで

なく、農家の方々の雇用拡大や収入増にもつながるとして注目されている。世界 129 か国の地域

で廃棄されているバナナの茎部は年間約 10 億トンにも上っている。今回の展示会にバナナ繊維

を出展していた「BANANA-CLOTH 推進委員会」は、一企業の利害で独占するのではなく、業

界の枠を超えて「地球にやさしく、人の役に立つ」社会的意義を持って設立された団体であり、

バナナ繊維を綿、麻、シルク、ウールに続く第５の天然繊維に育てることを目的にしている。 

 

 

                   バナナ繊維 

2.5.2 卵の殻から作ったマネキン 

 繊維とは異なるがアパレル企業では最近は商品の展示用に環境を配慮した素材から成形された

マネキンを使用する動きがある。ディスプレイ用什器の製作販売を行っている㈱エー・ディーは

卵の殻で作られたマネキンを紹介していた。食品工場から排出されるバイオマス素材である卵殻

を 25％配合した環境配慮型の全く新しいマネキンとして注目されている。樹脂にはポリエチレ

ンを使用した複合材料である。卵殻は水素イオン濃度を表すｐＨが高く、短時間での殺菌・消臭

が可能とのことで卵殻配合の樹脂には消臭効果があるといわれている。ちなみにわが国では年間

27 万トンの卵殻が排出されているということである。 

  

卵の殻などから成形したマネキン 



ここで示したのは展示会のほんの一部であり、他にも多くの企業がサステナブルファッション

関連の発表を行っており、昨今のサステナブルに対する各企業の取り組みの積極性を垣間見た

が、本当にサステナブルとは何なのか？ 各ブースを見学しながら考え込んだ一日であった。 

  

（文責：木村照夫 ミリケン理事長） 

次回発行予定 

2022 年 7 月 

主な内容：次回情報交換会について/未利研会員様・会員企業様の取り組み現場から/etc. 

 

 

編集後記 

ファッション業界でも近年アップサイクルの動きが活性化しています。捨てられるはずのもの

やゴミを材料にプロダクトを作っているブランドを調べてみました。その中に、廃棄されたビニ

ール傘を圧着して作った生地でバッグなどを作っているブランドがありました。生地の風合いが

美しくデザイン性も高く、また「10 年後になくなるべきブランド」というメッセージも、潔く

とても共感しました。 

ぜひ、今後とも未利研メルマガをご愛読ください。 

内容についてのご意見、希望する話題・内容、および配信停止・解除の連絡は下記、田村までメ

ールして頂ければ幸いです。 

 

 

 

無断転載禁止 
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